
 

 

地域開放

する

温水プール

として整備

【メリット】

・地域の方々が利用できる

・プール授業が通年可能となる

（時期が限定されないため小・中学校で兼用しやすい）

・指定管理者制度を導入した場合、学校負担が軽減される

【デメリット】

・小校庭として使用することができない

・年間の維持管理費が高い（約3,000～5,000万円）

※他自治体の指定管理料・光熱水費等を参考

地域開放

しない

水道水を使用した

プールとして

建物最上階に配置

(太陽光で温める)

【メリット】

・夏季以外は運動場として使用できる

・年間の維持管理費が安い（約100万円）

※区内改築校の可動屋根点検費用・光熱水費を参考

【デメリット】

・プール授業の時期が夏季に限られるため、小学校と

中学校で授業が集中してしまう可能性がある

・地域の方々がプールを利用できない

プールの整備方針に関する比較 
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